
卒業式を挙行
（１） 　　　第６６８号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２１年（令和３年）３月３０日

第110回
両
学
部
１
９
６
名
が
巣
立
つ

 
卒
業
証
書
番
号
№
２
１
６
９
２
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
１
１
０
回
卒
業
式
︵
学
位
記
授
与
式
︶
は
、
３
月
初
旬

両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
１
９
６
名
の
学
士
︵
歯
学
︶
を
送
り
出
し
た
。

あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
58
回
修
了
式
が
催
さ
れ
、
23
名
に

博
士
︵
歯
学
︶
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
策
と
し
て
、
式
典
は
簡

略
に
行
わ
れ
、
藤
井
一
維
学
長
は
じ
め
本
学
役
職
者
、
学
部
卒
業
生
、
大

学
院
研
究
科
修
了
生
が
参
列
し
た
。
学
位
記
の
授
与
、
各
賞
受
賞
者
表

彰
が
あ
り
、
学
長
か
ら
卒
業
告
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

第
58
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

「卒業110回は永久背番号」と告辞を述べる藤井学長（東京）

クラス主任の点呼に応えて起立する卒業生たち（新潟）

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
３
月

５
日
（
金
）
に
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部

富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
大

学
院
第
58
回
修
了
式
を
併
催

し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
10
時
、
田
口
潤

庶
務
部
長
が
開
式
を
宣
し
、

本
日
の
式
典
は
簡
略
に
学
位

記
授
与
、
各
賞
受
賞
者
の
表

彰
、
校
友
会
表
彰
、
歯
学
会

表
彰
の
み
を
行
う
と
告
げ

た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主
任
の
筒

井
健
夫
教
授
よ
り
、
令
和
２

年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
卒

業
生
１
２
６
名
の
氏
名
が
呼

び
あ
げ
ら
れ
、
代
表
し
て
原

田
芽
衣
さ
ん
が
、
藤
井
一
維

学
長
よ
り
栄
え
あ
る
卒
業
の

証
と
し
て
学
士
（
歯
学
）
の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
学
術
優
秀
賞
28

名
、
６
カ
年
皆
勤
賞
６
名
、

６
カ
年
精
勤
賞
20
名
、
学
術

奨
励
賞
10
名
、
臨
床
実
習
優

秀
賞
２
名
の
受
賞
者
に
対
し

て
賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
学
会
等
か
ら
表
彰
さ

れ
た
優
秀
賞
受
賞
者
の
氏
名

が
発
表
さ
れ
た
。

  

つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
春
原
正
隆
教

授
よ
り
、
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生
16

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り
に

学
長
よ
り
博
士
（
歯
学
）
の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

  

こ
こ
で
藤
井
学
長
が
告
辞

を
述
べ
た
。（
要
旨
２
面
）

　
つ
づ
い
て
校
友
会
表
彰
者

19
名
、
歯
学
会
表
彰
者
６
名

に
表
彰
状
等
が
授
与
さ
れ
、

午
前
10
時
25
分
に
閉
式
し
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
３
月
３
日
（
火
）
に
新

潟
生
命
歯
学
部
講
堂
に
お
い

て
、
大
学
院
第
58
回
修
了
式

を
併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
11
時
、
司
会
の

荒
木
宣
行
事
務
副
部
長
が
開

式
を
宣
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
予
防
の

た
め
、
本
日
の
式
典
は
簡
略

に
学
位
記
授
与
、
各
賞
受
賞

者
の
表
彰
、校
友
会
表
彰
、歯
学

会
表
彰
の
み
を
行
う
こ
と
を

告
げ
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　
ま
ず
ク
ラ
ス
主
任
の
遠
藤

敏
哉
教
授
よ
り
、
令
和
２
年

度
（
２
０
２
０
年
度
）
卒
業

生
70
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
た
。
代
表
し
て
佐
久
間

慎
君
が
、
藤
井
一
維
学
長
よ

り
栄
え
あ
る
卒
業
の
証
と
し

て
学
士
（
歯
学
）
の
学
位
記

を
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
づ
け
て
学
術
優
秀
賞
17

名
、
皆
勤
賞
１
名
、
精
勤
賞

４
名
、
学
術
奨
励
賞
10
名
、

臨
床
実
習
優
秀
賞
１
名
の
受

賞
者
に
対
し
て
賞
状
等
が
授

与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
の
新
海
航
一

教
授
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生
７

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
代
表
し
て
清
水
公
太
君

が
、
藤
井
学
長
よ
り
研
究
の

成
果
を
証
す
る
博
士
（
歯
学
）

の
学
位
記
を
授
与
さ
れ
、
久

代
洋
貴
君
に
大
学
院
研
究
発

表
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
藤
井
学
長
が
告
辞

を
述
べ
た
。（
要
旨
２
面
）

　
つ
づ
い
て
校
友
会
表
彰
者

19
名
に
表
彰
状
等
が
授
与
さ

れ
、
午
前
11
時
25
分
に
閉
式

し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
短
大
事
務
室
の
中
島
淑

絵
事
務
長
の
司
会
で
、
３
月

９
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り
、

生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
第
52
回
歯
科
技
工

学
科
卒
業
生
24
名
、
第
48
回

歯
科
衛
生
学
科
卒
業
生
69
名

の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、

奈
良
陽
一
郎
学
長
よ
り
栄
え

あ
る
卒
業
の
証
と
し
て
、
各

学
科
の
代
表
に
短
期
大
学
士

（
歯
科
技
工
学
）
と
短
期
大

東
京
短
期
大
学

学
士
（
歯
科
衛
生
学
）
の
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た

各
賞
の
受
賞
者
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
第
50
回
専
攻
科
歯

科
技
工
学
専
攻
６
名
、
第
８

回
専
攻
科
総
合
技
工
学
専
攻

２
名
、
第
12
回
専
攻
科
歯
科

衛
生
学
専
攻
11
名
、
第
８
回

専
攻
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
専
攻
２
名
に
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
専
攻
科
歯
科
技

工
学
専
攻
修
了
生
と
専
攻
科

歯
科
衛
生
学
専
攻
修
了
生
は

独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支

援
・
学
位
授
与
機
構
の
学
士

（
口
腔
保
健
学
）
の
学
位
を

取
得
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
つ
い
で
奈
良
学
長
が
告

辞
を
述
べ
（
要
旨
２
面
）、
午

前
10
時
30
分
に
閉
式
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
短
大
事
務
室
の
恩
田
宣

士
事
務
長
の
司
会
で
、
３
月

11
日
（
木
）
午
前
11
時
よ

り
、
新
潟
生
命
歯
学
部
講
堂

で
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
第
36
回
歯
科
衛
生

学
科
卒
業
生
58
名
の
氏
名
が

呼
び
あ
げ
ら
れ
、代
表
に
五
十

嵐
文
雄
学
長
よ
り
、
栄
え
あ

る
卒
業
の
証
と
し
て
短
期
大

学
士（
歯
科
衛
生
学
）の
学
位

新
潟
短
期
大
学

記
が
授
与
さ
れ
、各
賞
の
受
賞

者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
第
22
回
専
攻

科
修
了
生
の
歯
科
衛
生
学
専

攻
科
６
名
に
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。
つ
い
で
五
十
嵐

学
長
が
告
辞
を
述
べ
（
要

旨
２
面
）
、
午
前
11
時
30
分

に
閉
式
し
た
。

理
事
長
は
、
本

年
春
の
『
日
本

歯
科
医
師
会
雑
誌
』
４
月
号

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
欄
に
、
村
上

一
枝
先
生（
54
回
）が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
こ
と
を
寄
稿
し
た
。 　

同
誌
で
は
、
次
の
よ
う
な

書
き
出
し
で
村
上
先
生
を
紹

介
し
て
い
る
。

「
時
折
、
私
ど
も
新
潟
歯
学

部
の
緑
樹
の
構
内
を
、
黄
八

丈
の
紬
を
着
た
身
丈
あ
る
佳

人
が
歩
い
て
い
く
。

中
原

泉

　

新
潟
市
内
で
小
児
歯
科
医

院
を
開
業
す
る
村
上
一
枝
さ

ん
で
あ
る
。
彼
女
は
、
裏
千

家
の
御
師
匠
で
も
あ
る
。
昭

和
40
年
卒
業
の
私
の
同
級
生

な
の
で
、
私
は
、
い
つ
も
遠

く
か
ら
会
釈
す
る
。…
」

訂

正
・
本
紙
６
６
７
号

（
２
０
２
１
年
２
月
28
日

号
）
１
面
掲
載
の
﹁
新

潟
県
へ
き
地
医
療
功
労

表
彰
﹂
を
受
け
ら
れ
た

高
橋
先
生
（
70
回
）
の

お
名
前
を
、
高
橋
明4

彦

先
生
と
訂
正
し
ま
す
。

2020年ノーベル平和賞候補

日歯雑誌で村上一枝先生を紹介

卒
業
式
典
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
配
信

本
学
で
は
、
３
月
初
旬
に
東
京
・
新
潟
の
両
学
部

な
ら
び
に
両
短
期
大
学
で
挙
行
し
た
卒
業
式
典
の

動
画
を
、
父
母
や
教
職
員
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
配
信
し
た



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２１年（令和３年）３月３０日 （２）第６６８号

藤
井
一
維
学
長
卒
業
告
辞

短
期
大
学
学
長
卒
業
告
辞

　

コ
ロ
ナ
禍
の
卒
業
式
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
学
長
告
辞

も
10
分
の
１
に
省
略
し
て
、

二
つ
だ
け
私
の
伝
え
た
い
こ

と
を
お
話
し
た
い
。
３
年
前

の
富
士
見
・
浜
浦
フ
ェ
ス
タ

で
も
話
し
た
こ
と
だ
が
、
本

学
で
は
１
９
１
２
年
の
日
本

歯
科
医
学
専
門
学
校
指
定
第

１
回
卒
業
生
か
ら
、
卒
業
生

を
通
し
番
号
で
呼
ん
で
い

る
。
今
年
は
１
１
０
回
卒
業

式
で
あ
る
。
こ
の
１
１
０
は

君
た
ち
の
永
久
背
番
号
だ
。

　

こ
れ
か
ら
歯
科
医
師
と
し

て
社
会
に
出
て
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
何
回
卒
か
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
不
思
議
な

こ
と
に
他
大
学
の
先
生
も
、

日
本
歯
科
大
学
卒
業
生
な

ら
「
何
回
か
」
と
聞
く
。

１
１
０
と
い
う
番
号
を
決
し

て
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

二
つ
目
。
こ
れ
ま
で
君
た

ち
は
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
、
ま
た
大
学
院
修
了
ま
で

シ
ラ
バ
ス
と
い
う
も
の
、
即

ち
学
習
計
画
書
に
し
た
が
っ

て
教
育
を
受
け
て
き
た
と
思

う
。
歯
科
医
師
と
い
う
職
業

は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
属

す
る
職
業
な
の
で
、
生
涯
学

習
が
義
務
に
な
る
。
し
か
し

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
シ
ラ
バ

ス
と
い
う
も
の
は
な
い
。

　

生
涯
学
習
の
シ
ラ
バ
ス
は

自
分
で
作
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
。
た
だ
し
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で
、
当

然
到
達
目
標
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
で
き
る
。
し
か
し
一

般
目
標
は
一
つ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

一
般
目
標
は
何
か
、
そ
れ

は
歯
科
医
師
法
第
一
条
に
記

さ
れ
て
い
る
。「
歯
科
医
療
、

そ
れ
か
ら
保
健
指
導
、
こ
れ

を
掌
（
つ
か
さ
ど
）
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
口
腔
衛
生
の
向

上
お
よ
び
増
進
に
寄
与
し
、

も
っ
て
国
民
の
健
康
な
生
活

を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
」

諸
君
は
こ
れ
か
ら
、
臨
床
、

研
究
、
教
育
、
ま
た
行
政
と

さ
ま
ざ
ま
な
道
に
進
む
だ
ろ

う
。
そ
の
使
命
と
も
い
う
べ

き
一
般
目
標
は
、
後
段
の

「
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確

保
す
る
」
こ
と
だ
。
こ
れ
を

忘
れ
ず
に
生
涯
、
学
習
を
し

つ
づ
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
告
辞
と
す
る
。

　

第
24
回
日
本
歯
科
医
学
会

学
術
大
会
は
、
今
秋
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
予
定

だ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
っ
た
。

　

４
年
に
一
回
開
催
さ
れ
て

い
た
同
大
会
は
、
以
前
は
戦

前
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
伝
統
校

５
校
が
主
宰
し
て
開
催
し
て

お
り
、
本
学
で
は
幹
事
校
と

し
て
１
９
７
３
年
の
第
13
回

大
会
で
は
中
原
實
学
長
が
、

１
９
９
５
年
の
第
18
回
大
会

で
は
中
原
泉
学
長
が
会
頭
を

務
め
た
。

　

前
回
の
第
23
回
学
術
大
会

で
は
、
運
営
方
式
を
改
め
、

２
０
１
６
年
に
九
州
地
区
の

歯
科
大
学
・
歯
学
部
を
中
心

に
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
歯
科
医
学

会
会
長
の
住
友
雅
人
本
学
名

誉
教
授
が
会
頭
を
務
め
、
松

村
英
雄
日
本
大
学
歯
学
部
教

授
が
準
備
委
員
長
、
小
林
隆

太
郎
本
学
口
腔
外
科
教
授
が

事
務
局
長
に
就
任
し
て
い
る
。

日
本
歯
科
医
師
会
会
員
、
日

本
歯
科
医
学
会
分
科
会
・
認

定
分
科
会
会
員
の
参
加
は
無

料
で
、
４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
登
録
を
受
け
付
け

て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
左
の
よ
う
に

分
科
会
や
認
定
分
科
会
の
学

術
大
会
を
併
催
す
る
。

歯
科
医
学
会
学
術
大
会

　
９
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

新
潟
短
期
大
学
学
長

　
　 

五
十
嵐 

文
雄

東
京
短
期
大
学
学
長

　
　 

奈
良 

陽
一
郎

　

今
回
は
縮
小
型
の
卒
業

式
・
修
了
式
と
な
っ
た
。
み

な
さ
ん
の
心
に
留
め
て
も
ら

い
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　

先
日
厚
生
労
働
省
は
今
年

の
１
月
時
点
に
お
け
る
有
効

求
人
倍
率
を
発
表
し
た
。
そ

の
数
値
は
１
・
10
倍
で
あ

り
、
就
業
希
望
者
10
人
に
対

し
て
11
人
の
求
人
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
学
の
歯
科
技
工

学
科
と
専
攻
科
を
含
め
た
技

工
分
野
に
お
い
て
は
14
・
３

倍
の
求
人
が
、
ま
た
歯
科
衛

生
学
科
と
専
攻
科
へ
の
求
人

率
は
21
・
５
倍
と
い
う
数
値

を
得
て
い
る
。

　

こ
の
数
値
を
も
う
少
し
分

か
り
易
く
具
体
的
に
述
べ
る

と
、
本
学
の
歯
科
技
工
分
野

に
お
い
て
は
10
人
の
卒
業

生
・
修
了
生
に
対
し
て
143
人

の
、
歯
科
衛
生
分
野
で
は
215

人
の
人
材
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
い
か
に

歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士

と
い
う
国
家
資
格
が
、
我
が

国
の
社
会
そ
し
て
患
者
国

民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
理

解
で
き
る
と
思
う
。

　

今
日
ま
で
の
努
力
研
鑚
は

立
派
で
あ
る
が
、
こ
の
資
格

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
育
ん
で

く
だ
さ
っ
た
、
今
き
っ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な

ら
れ
て
い
る
ご
父
母
や
家
族

の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
み
な
さ

ん
が
将
来
担
当
す
る
患
者
国

民
に
対
し
て
は
、
今
日
の
卒

業
式
・
修
了
式
を
も
っ
て
学

び
を
や
め
る
こ
と
は
、
医
療

人
と
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
日
は
、
確
か
に
本
学
か

ら
の
門
出
の
と
き
で
は
あ
る

が
、
新
た
な
人
生
、
新
た
な

学
び
の
一
歩
の
始
ま
り
の
日

で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
歯

科
医
療
が
求
め
る
医
療
人
と

し
て
の
取
り
組
み
、
ス
キ

ル
、
知
識
を
身
に
付
け
な
が

ら
、
み
な
さ
ん
の
、
そ
し
て

患
者
国
民
の
幸
せ
と
輝
く
未

来
の
た
め
に
、
新
し
い
一
歩

を
歩
み
出
し
て
も
ら
い
た
い

と
切
に
願
っ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
学
生
生
活
最

後
の
一
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
や

緊
張
を
強
い
ら
れ
る
年
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
け
な

い
夜
は
な
い
、
止
ま
な
い
雨

は
な
い
と
言
う
が
、
し
っ
か

り
と
感
染
対
策
を
行
っ
て

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
は
、

歯
科
衛
生
士
と
し
て
患
者
さ

ん
に
接
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
に
患
者
さ
ん
が
主
役
で

あ
る
こ
と
を
心
に
と
ど
め
て

お
い
て
ほ
し
い
。
み
な
さ
ん

は
脇
役
で
、
患
者
さ
ん
の
傍

ら
に
あ
っ
て
寄
り
添
う
気
持

ち
が
な
に
よ
り
大
切
だ
。
患

者
さ
ん
の
傍
ら
に
あ
っ
て
、

心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
と
も

に
病
気
に
対
し
て
視
線
を
向

け
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切

で
あ
る
。

　

医
療
の
現
場
で
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
重
要
だ
。
み
な
さ

ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
は

新
人
な
の
で
、
困
っ
た
こ

と
、
戸
惑
う
こ
と
、
分
か
ら

な
い
こ
と
に
直
面
す
る
だ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は

た
め
ら
わ
ず
、
上
司
、
同
僚

に
報
告
、
連
絡
、
相
談
し
て

意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

こ
れ
は
み
な
さ
ん
を
成
長

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
診

療
も
円
滑
に
進
む
は
ず
だ
。

医
療
の
進
歩
は
と
ど
ま
る
こ

と
を
知
ら
な
い
。
学
生
時
代

に
は
講
義
や
実
習
で
新
し
い

知
識
と
技
術
を
学
習
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
ら
の
努

力
で
進
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

超
高
齢
化
時
代
に
な
っ
て

歯
科
衛
生
士
の
役
割
は
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
短

大
校
友
会
サ
イ
ト
や
歯
科
衛

生
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
研
修
会
や
講
演
会
の
案

内
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と

ら
え
て
積
極
的
に
新
し
い
知

識
、
技
術
を
修
得
す
る
よ
う

努
め
て
ほ
し
い
。

　

み
な
さ
ん
は
歯
科
衛
生
士

と
し
て
社
会
人
に
な
る
。
医

療
職
の
国
家
資
格
を
も
つ
者

に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
期

待
、
羨
望
、
注
目
度
は
み
な

さ
ん
の
想
像
以
上
だ
。
そ
し

て
そ
の
分
、
期
待
に
反
す
る

こ
と
が
あ
る
と
批
判
は
よ
り

厳
し
く
な
る
の
が
現
実
な
の

で
、
医
療
職
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《併催学術大会》

関東地区歯科医師会学術大会

2021年日本口腔衛生学会特別学術大会

日本歯科放射線学会第2回秋季学術大会

第49回日本歯科医史学会学術大会

日本歯科医療管理学会特別大会

第41回日本歯科薬物療法学会学術大会

第38回日本障害者歯科学会学術大会

第40回日本接着歯学会学術大会

第42回日本歯内療法学会学術大会

日本スポーツ歯科医学会第32回学術大会

第39回日本歯科東洋医学会学術大会

第31回日本磁気歯科学会学術大会

第21回日本外傷歯学会学術大会

藤井 一維学長：諸君の使命は、国民の
健康な生活を確保することである

藤井学長から卒業の証しである学位記
を授与される卒業生代表（上・東京、
下・新潟）

氏名を点呼され順に起立する卒業生たち(新潟短大）

代表者に学位記を授与する五十嵐短大学長

各学科の代表者に学位記が授与される(東京短大）

「新しい一歩の始まり」と述べる奈良短大学長

 

 

 

2021 9/23(木)⇒25(土) 会頭：住友雅人(日本歯科医学会会長) 

主催：日本歯科医師会、日本歯科医学会 

後援：文部科学省,厚生労働省,日本歯科医学会連合,日本学術会議,神奈川県, 

横浜市,国際歯科研究学会日本部会,日本歯学系学会協議会 

協力：関東地区歯科医師会・東京都歯科医師会 

 



（３） 　　　第６６８号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２１年（令和３年）３月３０日

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
）
卒
業
生

大

学

院

第
58
回
修
了
生

　

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
16
名
、
大
学
院
新
潟

生
命
歯
学
研
究
科
修
了
生
７

名
は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

歯
科
矯
正
学�

矢
部
愛
子

歯
科
矯
正
学�

加
藤
万
紀
子

臨
床
口
腔
機
能
学宮

下
大
志

臨
床
口
腔
機
能
学永

島
圭
悟

接
着
歯
科
学�

河
本
　
芽

接
着
歯
科
学�

鴇
田
智
重

歯
科
理
工
学�

渡
邊
　
慧

歯
科
理
工
学�

原
田
唯
生

（
甲
第
１
２
２
８
号
ま
で
）

歯
科
麻
酔
学�

藤
森
翔
子

生
化
学�

野
澤
孝
臣

歯
周
病
学�

三
代
紗
季

歯
科
補
綴
学
Ⅱ�

藤
島
　
伸

歯
科
保
存
学�

宮
下
葉
月

歯
科
保
存
学�

三
枝
慶
祐

歯
科
保
存
学�

小
栁
圭
史

歯
科
保
存
学�

杉
田
浩
一

（
甲
第
１
２
４
３
号
ま
で
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

硬
組
織
機
能
治
療
学

�

清
水
公
太

硬
組
織
機
能
治
療
学

�

佐
藤
史
明

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学�

�

佐
藤
大
介

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学�

�

稲
富
弘
毅

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

城
井
友
幸

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

久
代
洋
貴

全
身
関
連
臨
床
検
査
学�
�

島
村
直
宏

（
甲
第
１
２
３
５
号
ま
で
）

☆
大
学
院
研
究
発
表
優
秀
賞

久
代
洋
貴

　

日
本
歯
科
大
学
第
１
１
０

回
卒
業
生
（
新
潟
生
命
歯
学

部
）
70
名
は
次
の
通
り
。

東
　
貴
一�
新
垣
秀
太
朗

飯
島
明
日
香�
飯
島
祐
介

板
垣
沙
季�

今
井
　
葵

内
田
梨
佳
子�

大
江
将
史

岡
部
　
耕�

風
間
裕
友
樹

小
山
瑶
生�

境
　
晃
宏

酒
井
萌
音�

佐
久
間 

慎

佐
藤
瑛
子�

佐
藤
史
野

七
里
茉
耶�

鈴
木
清
祐

鈴
木
達
大�

田
賀
裕
己

髙
野
日
南
子�

髙
橋
健
太
郎

竹
本
瑞
季�

辻
村
大
河

手
塚
保
仁�

鳥
山
由
樹

中
野
智
実�

中
野
葉
月

長
嶺
周
和�

奈
良
真
希

浜
島
美
咲�

伴
　
圭
介

平
塚
美
宥�

三
村
彩
乃

茂
木
彩
衣�

百
瀬
千
裕

山
橋
昭
宏�

養
田
　
奏

吉
田
織
恵�

渡
邊
加
菜

東
　
晋
一�

金
井
　
健

小
林
千
風
優�

板
垣
壮
侑

牛
山
　
卓�

内
田
　
樹

内
村
友
彦�

大
島
泰
彦

岡
部
功
太
郎�

杉
木
隆
之

鈴
木
優
矢�

東
　
悠
太

福
成
由
佳 

松
井
美
珠

森
　
夏
希�

柳
田
翔
子

山
田
裕
太
郎�

𠮷
田
　
祐

江
口
　
萌�

村
戸
建
宏

諸
井
将
吾�

川
上
愛
咲
美

野
澤
南
帆
子�

下
平
貴
之

成
田
真
帆�

平
井
　
亨

山
岸
朋
史�

田
邉
将
彦

宮
本
武
幸�

長
谷
部

裕
子

（
第
２
１
５
６
６
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

佐
久
間 

慎 

飯
島
明
日
香

小
山
瑶
生 

七
里
茉
耶

鈴
木
達
大 

髙
野
日
南
子

髙
橋
健
太
郎 

竹
本
瑞
季

辻
村
大
河 

手
塚
保
仁

中
野
葉
月 

浜
島
美
咲

伴
　
圭
介 

平
塚
美
宥

茂
木
彩
衣 

百
瀬
千
裕

吉
田
織
恵

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

佐
藤
史
野

☆
精
勤
賞
受
賞
者

奈
良
真
希 

浜
島
美
咲

茂
木
彩
衣 

百
瀬
千
裕

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

佐
久
間 

慎

　

日
本
歯
科
大
学
第
１
１
０

式典終了後、沼部幸博生命歯学部長から学位記を手渡される（東京）

式典終了後、講堂の座席で卒業生、修了生の記念撮影が行われた（新潟）

回
卒
業
生
（
生
命
歯
学
部
）

１
２
６
名
は
次
の
通
り
。

相
川
理
沙�

飯
田
夏
未

石
川
琢
修�

石
川
瑞
菜

泉
　
雄
太�

市
川
顕
司

市
川
英
枝�

井
出
　
葵

犬
山
依
志
行�

今
井
美
玖

今
村
　
英�

岩
﨑
敦
子

岩
渕
柚
香�

内
川
真
由
美

大
久
保

領
太�

大
津
京
子

大
沼
瑞
穂�

大
和
田

央
子

岡
口
真
由�

加
賀
遥
香

加
藤
利
可
子�

鏑
木
　
萌

刈
屋
絵
美
子�

北
山
幸
太
郎

清
原
歩
実�

久
保
田

日
向

甲
田
　
稔�

古
賀
一
輝

小
澁
美
月�

五
藤
早
希

小
林
令
奈 

近
藤
隼
也

権
藤
凜
太
郎 

酒
井
桃
子

佐
藤
直
大 

佐
藤
宏
樹

四
宮
田 

壮 

篠
原
麻
緒

清
水
　
怜 

鈴
木
健
太
朗

鈴
木
美
智
子 

須
田
隆
正

染
矢
夏
恋 

髙
澤
健
斗

髙
橋
か
れ
ん 

竹
谷
俊
祐

田
島
英
利
佳 

立
山
友
紀
子

爲
永
里
紗 

地
福
佳
穂

津
川
野
の
花 

角
田
恵
利
奈

中
村
直
人 

中
村
莉
子

名
取
健
太
郎 

二
階
堂 

修

西
川
　
侑 

西
﨑
太
郎

西
田
　
昌 

根
本
怜
実

羽
毛
田
真
佑
花 

原
田
芽
衣

堀
江
一
輝 

前
多
光
博

政
本
　
淳 

増
山
絢
子

町
田
真
子 

町
田
睦
月

松
﨑
り
ょ
う 

松
野
栄
莉
佳

丸
山
健
太 

宮
川
萌
子

宮
城
　
航 

宮
坂
拓
朗

宮
田
皐
希 

向
井
潮
音

守
屋
敬
司 

安
山
嘉
桓

山
本
佳
央
莉 

吉
田
愛
美

和
島
陽
菜 

和
田
怜
奈

渡
邉
尚
子 

及
川
瑞
稀

大
友
顕
一
郎 

大
矢
珠
美

宮
地
祥
生 

大
野
可
珠
馬

大
野
　
慶 

才
川
皓
平

渋
井
　
謙 

西
口
　
瑞

長
谷
川

真
巳 

花
村
　
武

森
田
健
斗 

山
口
大
樹

上
田
康
平 

大
野
　
智

嵯
峨
野

マ
キ 

塩
谷
　
渉

杉
村
美
侑 

竹
川
貴
裕

寺
本
　
文 

中
沢
沙
理

中
野
香
穂 

野
﨑
有
加

福
地
晃
大 

谷
中
優
珠

山
内
優
美 

李
　
　
瑛

阿
久
津

汐
里 

菊
地
　
蘭

瀬
戸
利
宣 

中
野
奏
美

前
田
　
翔 

三
宅
真
太
郎

山
口
泰
佳 

一
瀬
文
美
子

上
村
健
太
郎 

内
田
瑞
起

大
津
由
那 

荻
野
佑
太

中
島
健
太
郎 

村
田
文
太
朗

山
田
順
宣 

渡
邉
　
慧

（
第
２
１
６
９
２
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

相
川
理
沙 

石
川
琢
修

石
川
瑞
菜 

市
川
英
枝

犬
山
依
志
行 

岩
﨑
敦
子

岩
渕
柚
香 

大
沼
瑞
穂

刈
屋
絵
美
子 

北
山
幸
太
郎

五
藤
早
希 

小
林
令
奈

鈴
木
健
太
朗 

須
田
隆
正

髙
澤
健
斗 

髙
橋
か
れ
ん

津
川
野
の
花 

中
村
莉
子

名
取
健
太
郎 

西
﨑
太
郎

羽
毛
田
真
佑
花�

原
田
芽
衣

前
多
光
博 

宮
田
皐
希

山
本
佳
央
莉 

吉
田
愛
美

和
島
陽
菜 

渡
邉
尚
子

☆
６
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

犬
山
依
志
行 
大
沼
瑞
穂

大
和
田

央
子 
染
矢
夏
恋

羽
毛
田
真
佑
花 

松
野
栄
莉
佳

☆
６
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

飯
田
夏
未 

石
川
琢
修

泉
　
雄
太 

市
川
顕
司

市
川
英
枝 

今
村
　
英

刈
屋
絵
美
子 

清
原
歩
実

久
保
田

日
向 

小
澁
美
月

五
藤
早
希 

篠
原
麻
緒

髙
橋
か
れ
ん 

田
島
英
利
佳

立
山
友
紀
子 

地
福
佳
穂

角
田
恵
利
奈 

西
﨑
太
郎

宮
城
　
航 

和
田
怜
奈

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

羽
毛
田
真
佑
花 

原
田
芽
衣

学
術
奨
励
生

　
令
和
２
年
度
学
術
奨
励
生

（
１
２
２
名
）
は
、
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

１
年
＝
秋
山
　
直 

伊
藤
裕
矢

臼
木
奈
々
香 

江
上
瑠
香

大
島
風
華 

荻
野
誠
人

小
倉
美
眞 

田
中
菜
美

村
岡
茉
帆 

吉
成
崇
晃

２
年
＝
押
木
櫻
子 

秋
山
智
也

飯
田
ち
あ
き 

片
岡
美
涼

椎
名
井
子 

設
樂
茉
由

田
所
海
靖 

長
﨑
由
記

三
井
桃
花 

宮
川
美
紀

吉
澤
美
佑

３
年
＝
吉
田
茉
里 

秋
山
　
拓

朝
岡
映
礼
奈 

大
村
聖
良

北
原
聖
子 

久
保
田
愛
梨

柴
岡
　
良 

髙
野
潤
一
郎

前
田
真
那 

吉
田
瑛
久

４
年
＝
橋
本
祐
樹 

青
木
優
衣

鎌
田
真
綺 

小
寺
絢
子

中
村
真
梨
子 

仲
谷
　
光

西
村
俊
輝 

平
田
貴
哉

前
島
芽
依 

茂
木
雄
嗣

栁
澤
芽
依

５
年
＝
宮
田
大
輝 

合
場
奈
美

荒
川
優
子 

有
澤
哲
郎

齋
須
幸
太
郎 

佐
藤
奈
未

寺
門
博
史 

中
山
智
博

古
木
健
輔 

松
本
恵
美

６
年
＝
岩
﨑
敦
子 

岩
渕
柚
香

刈
屋
絵
美
子 

五
藤
早
希

須
田
隆
正 

羽
毛
田
真
佑
花

原
田
芽
衣 

前
多
光
博

宮
田
皐
希 

渡
邉
尚
子

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

１
年
＝
河
野
怜
華 

有
木
雄
亮

井
上
俊
毅 

折
居
　
優

萱
中
拓
夢 

北
村
駿
太
郎

鋤
柄
佑
芽
乃 

深
澤
磨
生

山
口
智
博 

山
田
さ
く
ら

２
年
＝
布
施
瑞
月 

石
川
愛
望

久
須
美 

爽 

中
嶋
沙
綾

永
森
隆
太 

廣
瀬
真
基
子

福
嶋
悠
斗 

古
川
喜
大

宮
坂
英
利
香 

森
　
光
希

３
年
＝
小
田
都
和 

赤
池
永
迅

礒
野
ま
り
な 

大
貫
紗
惠

上
川
敬
也 

齋
藤
優
佳

バ
ク
テ
ィ
ア
リ 

ダ
リ
ア 

本
間
愛
麻

茂
木
里
恵 

山
口
美
憂

４
年
＝
天
野
佑
大 

髙
橋
駿
之
介

中
嶋
脩
哉 

長
嶺
和
花

二
宮
晃
彦 

林
　
宏
太

藤
井
早
耶 

古
田
宗
太
郎

吉
田
　
愛 

吉
田
ひ
か
り

５
年
＝
永
田
琴
乃 

赤
沼
泰
斗

飯
島
才
絵 

稲
辺
勝
登

大
嶺
永
貴 

桜
田
貴
大

原
　
刀
麻 

茂
木
美
沙
希

森
本
ま
な 

八
藤
後 

堯

６
年
＝
佐
久
間 

慎 

小
山
瑶
生

鈴
木
達
大 

髙
橋
健
太
郎

竹
本
瑞
季 

手
塚
保
仁

中
野
葉
月 

浜
島
美
咲

養
田
　
奏 

吉
田
織
恵

大
　
　
学

第
110
回
卒
業
生

歯
　
鏡

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
五
輪

▼
小
林
哲
夫
著
『
大
学
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
』
が
、
中
公
新

書
ラ
ク
レ
か
ら
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
１
２
年
大
会
か

ら
、
２
０
２
０
年
大
会
に
活

躍
し
た
五
輪
学
生
群
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
「
日
本
歯

科
大
か
ら
陸
上
代
表
を
選

出
」
と
い
う
中
見
出
し
で
、

１
９
２
０
年
の
ベ
ル
ギ
ー
で

の
ア
ン
ト
ワ
ー
ブ
大
会
が
、

次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
陸
上
長
距
離
の
蓮
見
三

郎
（
９
回
卒
）
は
、
日
本
歯

科
医
学
専
門
学
校
の
学
生

で
、
８
０
０
メ
ー
ト
ル
、

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
日
本

新
記
録
を
作
り
、
国
内
で
敵

な
し
だ
っ
た
。
日
本
歯
科
大

に
す
れ
ば
、
今
日
ま
で
唯
一

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手

で
あ
る
。
同
大
学
は
、
今
で

も
こ
の
偉
大
な
先
輩
を
忘
れ

ず
に
、
大
学
史
に
刻
ん
で
お

り
、『
個
性
あ
ふ
れ
る
人
材

を
輩
出
す
る
大
学
の
自
由
で

豊
か
な
風
土
』
が
生
ん
だ
偉

大
な
先
輩
と
記
し
て
い
る
。」

▼
あ
わ
せ
て
同
著
は
、
箱
根

駅
伝
で
３
年
連
続
区
間
新

を
打
ち
た
て
た
難
波
博
夫

（
24
回
卒
）、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
か

ら
サ
ッ
カ
ー
の
審
判
特
別
功

労
賞
を
日
本
人
で
初
め
て
受

け
た
福
島
玄
一
（
22
回
卒
）

に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で

の
日
本
か
ら
の
選
手
団
は
、

総
勢
15
名
で
し
た
。
当
時
、

パ
リ
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
中

原
實
は
唯
一
人
、
蓮
見
の
応

援
に
駈
け
つ
け
ま
し
た
。

訪
問
歯
科
の
カ
リ
ス
マ

▼
十
五
年
ほ
ど
前
、
歯
鏡
子

は
朝
、
ベ
ッ
ド
の
な
か
で
ラ

ジ
オ
の
英
会
話
講
座
を
聞
く

習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

日
、
寝
ぼ
け
て
ス
イ
ッ
チ
を

ひ
ね
っ
た
ら
、
い
き
な
り

「
ハ
ー
イ
、
ド
ク
タ
ー
ご
と

う
で
す
！
」
と
元
気
一
杯
の

声
に
叩
き
お
こ
さ
れ
ま
し

た
。
話
し
の
内
容
か
ら
、
彼

が
歯
科
医
で
あ
る
と
知
り
ま

し
た
。

　

急
い
で
校
友
会
名
簿
を
調

べ
る
と
、
80
回
卒
・
新
宿
区

の
五
島
朋
幸
先
生
で
し
た
。

彼
は
『
ド
ク
タ
ー
ご
と
う
の

熱
血
訪
問
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
と

い
う
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

は
や
く
か
ら
訪
問
歯
科
診
療

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

「
ふ
れ
あ
い
歯
科
ご
と
う
ク

リ
ニ
ッ
ク
」を
拠
点
と
し
て
、

口
腔
ケ
ア
活
動
と
食
支
援
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
五
島
先
生
は
、
こ
の

た
び
光
文
社
新
書
か
ら
、

『
死
ぬ
ま
で
噛
ん
で
食
べ

る
―
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
12

の
鉄
則
』
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
多
数
の
著
書

を
だ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
新
書
の
帯
に
は
、「
愛
に

あ
ふ
れ
る
訪
問
歯
科
の
カ
リ

ス
マ〟

ド
ク
タ
ー
ご
と
う
〟

が
、
口
腔
ケ
ア
の
誤
り
と
今

日
か
ら
で
き
る
こ
と
を
教
え

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

本
章
は
、
死
ぬ
ま
で
噛
ん

で
食
べ
る
た
め
の
12
の
鉄

則
、
口
腔
ケ
ア
の
基
本
と
実

例
、
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

を
実
践
的
に
詳
述
し
、「
最

期
ま
で
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る

国
、
日
本
」
を
謳
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｎ
）

歯
学
博
士�

石
山
巳
喜
夫

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

�

藤
枝
　
美
帆

医
療
職
員
（
看
護
師
）
と
し

て
採
用
す
る
（
附
属
病
院
看

護
部
）

令
和
２
年
11
月
１
日
　

本
学

医
療
職
員�

神
田
　
小
鶴

看
護
師
長
を
命
ず
る
（
医
科

病
院
看
護
科
）

�

水
野
　
奈
々

医
療
職
員
（
看
護
師
）
と
し

て
採
用
す
る
（
新
潟
病
院
看

護
科
）

令
和
３
年
１
月
１
日
　

本
学

歯
学
博
士�

今
井
　
敏
夫

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

令
和
３
年
３
月
１
日
　

本
学

辞
　
　
令



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２１年（令和３年）３月３０日 （４）第６６８号

　
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、
昨
年
か
ら
本
館
と
１
号
館
３
階
の
改

修
工
事
を
進
め
３
月
に
工
事
が
完
了
し
た
。
本
館
の
図
書
館
、
役

員
室
、
会
議
室
は
天
井
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
な
ど
を
行
い
、
３
階

の
図
書
閲
覧
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
１
号
館
３
階
の
図
書
館
書

庫
を
自
修
室
に
改
修
し
た
。

本
館
と
１
号
館
を
改
修

新
潟

　

新
潟
生
命
歯
学
部
本
館
３

階
の
図
書
閲
覧
室
に
は
、
天

井
ま
で
の
高
さ
の
書
棚
を
設

置
し
た
。
歯
学
図
書
、
医
学

図
書
、
一
般
書
な
ど
を
書
棚

ご
と
に
分
か
り
や
す
く
配
置

す
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
検
索
と
、
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
閲
覧
が
容
易

な
よ
う
に
、
Ｐ
Ｃ
端
末
を
整

備
し
た
。

　

ま
た
１
９
９
５
年
に
逝
去

さ
れ
た
故
加
藤
譲
治
教
授

（
口
腔
外
科
・
元
新
潟
歯
学

部
長
）
の
蔵
書
を
図
書
館
の

書
庫
で
保
管
し
て
い
た
が
、

改
修
に
伴
い
「
加
藤
文
庫
」

と
し
て
閲
覧
室
の
書
棚
に
配

列
し
て
い
る
。

　

な
お
１
号
館
３
階
に
配
架

し
て
い
た
製
本
済
み
の
和
雑

誌
と
洋
雑
誌
に
つ
い
て
は
、

現
在
で
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
こ

と
、
ま
た
同
一
学
術
雑
誌
は

生
命
歯
学
部
図
書
館
に
所
蔵

し
て
お
り
、
相
互
貸
借
で
き

る
こ
と
か
ら
除
籍
処
分
に

し
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
自

修
室
に
改
修
し
た
。

図書館３階をリニューアル

▽

明
る
く
開
放
的
な
グ
ル
ー
プ
学
習
室

▽

多
人
数
が
利
用
で
き
る
自
修
用
ブ
ー
ス

△ 一人用のブースで仕切られた自修コーナー

鷗外や漱石の著作が並ぶ加藤先生の旧蔵書

書架の傍らには閲覧席も設けられている

天井に届く書棚では各部門・分野ごとに配列

国内外の主な学術誌を配架した新着雑誌コーナー

１号館３階に上る自修室ドアには、 ▽
難関突破のおまじない「開けゴマ」




